
編　集　後　記

　母校創立70周年記念琳業の一環として記念誌の刊行

が企画され，その編集の重章がわれわれtl昭和一ケ

ダ’に負わされた．

　順序として，足しげく図書館や千曲会館に通って変

色した同窓会報や同窓会が出版した学術雑誌を漁った．

伝説めいてわれわれに語り継がれた事柄の多くが事実

であることを確認した，同窓会の中間的存在である

li昭和一ケダ’がこの際記念誌の編集において果たす

べき役割を模索した．そして母校の歴史，同窓会の歴

史が渾然一体であることを知りながら，敢て二つに分

けて編集しようと試みた．

　先ず，母校70年の歴史について記録した後，”昭和

一ケタ”以下の卒業生に知られていない母校や新設の

学科の設立のいきさつについて当時その衝に当ってζ

られた先生方に執筆していただいた．また千曲会（時）

報に適当な記事がある場合には，それを転載すること

によってできるだけ時間的空間をうめるように努めた．

っついて母校創立70周年の現状を綴り留めておくためノ

に，繊維学部6学科等の構成，陣容，および事務研究「

室職員の名簿を載せた．

　同窓会め記事としては，，7b年間，エネルギッシュに

活動してきた同窓会の動きについて，その主なものだ

けをとりあげた．25周年および50周年の記念式典にお

ける針塚長太郎校長，小泉清明学部長の式辞は，それ

それの時代的背景，懸校の発展の情況を知悉できるの

で全文を載せた，70周年の現状と比較すれば一そう興

味ぶかいだろう．

　最後に，戦前，同窓の教官が主体となって行なって

きた学術面における活動については，当事者として活

動されてきた2人の元母校教授に執筆していただいた．

　この冊子によって，われわれは，”昭和一ケダ’の

立場から母校の教官，同窓の先輩たちが，”母校の発

展ttのためにいかに努力してきたかについて綴り留め

ておきたかった．しかし，編集を終ってみて，いささ

か荷が重すぎたようにも感じられる．この冊子によっ

て，若い後輩達が母校の歴史，同窓会の歴史を知ると

ともに，同窓会員としてのあり方について，示唆を得

ることができるならば編集者の望外の喜びでもある．

　おわりに，われわれの求めに応じて快く執筆してい

ただいた教官，同窓の先輩諸氏，それに資料の逆輸入

的利用を許された財界評論新社に，また貴重な写真を

提供して下さった諸氏に深謝する．
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